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測、3)実際の力学を組み込んだ数値モデルを用いた予測、の三つに大別できます。例えば、マイ

ワシの仔魚の生残は黒潮続流南側の海面水温と非常に関係が深いことが示されています（Noto 
and Yasuda, 1999）。水温が高いときには、マイワシの生き残りが悪いという関係です。この結

果から、温暖化の進行に伴い、マイワシが減少するというのが 1)のシナリオ的予測です。これに

対し、もう少しメカニズムに踏み込んだものが 2)の簡易モデル予測です。その典型的な例が、藻

場の推移の予測に適用されました。海藻類はその分布が、冬季の水温で北限が規定され、夏季の

水温で南限が規定されます。この簡易的なモデルを用いて、現在よりも１℃上昇した場合、２℃

上昇した場合の藻場の変遷を予測できます。その結果、50 年後には日本海側のアラモ場が総て消

失し、100 年後には太平洋側の房総半島以西でアラモ場が総て消失することが予測されました（桑

原他, 2006）。さらに、精巧な数値モデルを用いた 3)タイプの予測も行われています。日本周辺の

低次生態系モデルを構築し、温暖化後の植物プランクトンの生産について予測を行った結果、成

層の強化にともなって基礎生産が低下し、優占種も大型の珪藻から小型の植物プランクトンに変

化することが示されました。また、混合域においては、1.5 ヶ月近く春季ブルーム（春先の爆発

的な植物プランクトンの増殖）の発生が遅れることが示されました（Hashioka and Yamanaka, 
2007）。このブルームの遅れは、動物プランクトンの成育の後れに繋がり、魚類の仔魚の生残に

も大きく影響すると考えられます。浮魚類の成長モデルの開発も急速に進められ、サンマを例と

して（Ito et al., 2007）、温暖化影響予測が行われました。サンマは温暖化に伴い餌が減少するこ

とによって、成長が悪くなり小型化することが示されました。しかし、成長が悪くなることで、

秋季から冬季にかけての南下回遊が遅れ、主産卵場である黒潮域に１年目に戻らなくなるという

予測結果が得られました（伊藤, 2007）。このため、産卵場での餌条件は逆によくなり、産卵量が

増えることが予想されています。サンマの仔魚の生残は水温が高い方が良いという観測結果も示

されており、サンマの尾数は増加することが予想されます。ニシンについても同様の数値モデル

を用いた予測がなされていますが、高緯度のニシンは高温化によって成長が良くなることが予想

されています。逆に、低緯度（東北地方もこれに該当する）においては、かなり成長が悪くなる

ことが危惧されます。 
 
５．温暖化への対策 

 温暖化の影響を評価し、温暖化への対策を考えるプロジェクトとして、農林水産技術会議「温

暖化プロジェクト」が推進されています。その中で、ニシン・マツカワの高温適応に対する実験

や藻場の保全に関する研究も行われてきました。ニシンでは、高温馴致したニシン稚魚の放流に

よる資源の維持を目的としています。また、藻場に関する研究では、温暖化によって、アラメの

分布は東北沿岸域だけになるという結果がでています。藻場は水温上昇によるストレスだけでな

く、暖海性魚であるアイゴなどの食害によっても被害を受けます。アイゴの行動を調べた結果で

は、28℃で最も活動度が高くなることが示されています。一方、振動流つまり波の影響が強いと

ころでは、海藻をうまく食べることができないことも示されました（川俣・長谷川, 2006）。そし

て、海藻の生育実験からは、光環境が悪いと高温耐性が低くなることが示されています（寺脇他, 
2005）。従って、同じ水温上昇を受けても、浅く且つ波の強い海底に生えている海藻であれば生

き残る確率が増えることが予想されます。このように、温暖化そのものの特性、温暖化が起こる

ことによる影響、そしてその影響を受ける生物の特性などがわかれば、ある程度の対策をたてる

ことが可能です。 
 自然の膨大な力の前では、確かに人間は無力ですが、これから起こる温暖化はより変化を加速

することが考えられます。その中で、我々ができることは変化に追随できる体力を持っておくこ
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